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論文内容の要旨
本論文は，近代帆装商船の性能に関し，理論を基 i乙，風洞試験，水槽試験で確認するとともに，実船
を建造してその運航実績を通じ実証し，また同様の手段で帆の効用を実証して，今後の近代帆装商船を
危険なく設計し，省エネルギーを達成する乙とを可能にしたもので，次の10章から構成されている口
第 1 章では，本研究の背景を説明し，その必要a性と意義について述べている。
第 2 章では，推進装置としての帆の基本性能を確認するための風洞試験を行った結果と，試験船「だ
いおう」を利用し 洋上における自然風による総合試験を実施した結果について述べている。
第 3 章では，これらの結果を参照して行った載貨重量 1 ，4 7 5 t の帆装タンカー「新愛徳丸」の基本設
計について述べている。乙の船については，横帆形式の 2 本の硬帆を装備するとともに，機関部の総合
省エネルギー化を図り，省力化操帆，コンピュータ制御による最適化操帆をとり入れている。
第 4 章では， r新愛徳丸」を使用しての長期運航の実証結果と 「新愛徳丸」と同型船の「愛徳丸」
を建造して，無帆装及び帆 1 本の場合の比較実船試験結果について述べている。
第 5 章では，詳細な機帆走シミュレーションプログラムを開発し，近代帆装商船に働く流体力と機帆
走性能の推定を試み，その結果を水槽における自走模型試験で確かめている。
第 6 章では，第 5 章での機帆走シミュレーションを基に，載貨重量 26， 000 t の帆装貨物船「ウスキ
パイオニア」の基本設計について述べているo 乙の船では，機主帆従方式を徹底するため，燃費率一定
のテ‘イーゼル機関の開発を行うとともに 2 機 1 軸方式を採用し 帆走利得がそのまま燃料消費量低下
につながるようにしている。
第 7 章では， rウスキパイオニア」の計画時及び水槽試験あるいは理論計算で種々予測を行った事項
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について実船で、確認した結果について述べている。
第 8 章では，帆装が推進力を得るほかに動揺を軽減する効果がある乙とに着目し，風洞試験，水槽試
験及び実船試験によって 帆による減揺効果の確認を行った結果について述べている。
第 9 章では，帆による推力と，風力・潮流力とを釣り合わせ，洋上での定点停止の目的に利用するた
めシミュレーション手法を開発するとともに， I新愛徳丸」を使用して実船試験を行い，その可能性を
確認している。
第10章では，本研究で得られた成果を結論としてまとめている。
論文の審査結果の要旨
1973 年の石油危機以後船舶の省エネノレギ一対策として，帆装商船の実現性に関する研究が世界的に
活発となってきたが，帆装の推進力や制御等に関し究明すべき問題は多い。
本論文は，帆を主機関の補助として位置づけた機主帆従方式による帆装商船の基本構想に基づき，ま
ず風洞試験lとより帆の基本的性能を確認し 次に実験船による洋上帆走実験で帆の最適形状及び構造，
操帆の自動化，船体の復原性，操縦性等帆装商船実現のため考慮すべき要因についての調査を行ってい
る。これらの結果を参照して，横帆形式の 2 本の硬帆を装備した小型タンカー「新愛徳丸J の基本設計
を行い，完成後は長期運航の実績調査及び解析により性能実証を行っている。更に，同型船「愛徳丸」
を建造し，無帆装の場合及び帆 1 本の場合についての比較実船試験により帆装効果の確認を行っている。
また，帆装商船に働く流体力や機帆走性能を推定するためシミュレーション手法を開発し，その結果
より帆走利得が大きい時速力一定あるいは定時の運航を確保するためには，主機出力を定格の 50 5ぢ以
下にする必要がある乙とを指摘し，燃費率一定のディーゼ、ノレ機関を開発するとともに，連続低負荷運転
の可能な 2 機 1 軸方式を採用した帆装貨物船「ウスキパイオニア」の基本設計を行い，航海実績により
その性能を実証している。更に，帆装が推進力のみならず動揺軽減にも効果がある乙と，帆による推力
と外力を釣り合わせ洋上での定点停止が可能であることをシミュレーション及び実船試験lとより確かめ
ている。
以上の研究成果は，省エネノレギーを目的とした近代帆装商船の実現に対して多くの新しい知見を与え
たものであり，造船学の進歩のみならず，船舶の設計，運航の実用面でも貢献するところが大きい。よ
って本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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